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一
一
ノ
一
三
、
笠
置
山
記  

 

出
典
、
笠
置
寺
所
蔵
の
原
本 

 

解
説 

黄
檗
宗
の
僧
、
月
潭
道
澄
の
作
。
月
潭
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
の
春
、
二
度
目
と
な
る
笠

置
山
訪
問
を
友
人
の
雲
松
律
師
と
共
に
し
て
、
二
年
後
の
元
禄
二
年
に
寺
史
を
再
編
し
た
も
の
。
同
行
の

雲
松
が
文
殊
院
住
持
と
旧
交
が
あ
り
、
寺
史
の
再
編
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

主
と
し
て
笠
置
寺
縁
起
を
も
と
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
の
笠
置
寺
を
知
る
貴
重
な
資
料
で

も
あ
る
。 

 

二
度
目
の
笠
置
寺
訪
問
で
あ
る
貞
享
四
年
の
紀
行
は
「
重
遊
笠
置
山
作
並
序
」
が
月
潭
道
澄
の
著
作
集

で
あ
る
巌
居
抄
に
載
っ
て
い
る
の
で
末
尾
に
記
載
し
て
お
く
。
こ
の
紀
行
文
は
、
笠
置
寺
に
保
存
さ
れ
て

い
る
笠
置
山
十
境
之
詩
を
作
る
登
山
で
も
あ
っ
た
。 

 

月
潭
道
澄
（
寛
永
十
三
年
～
正
徳
三
年 

一
六
三
六
～
一
七
一
三
年
）
の
略
歴
に
つ
い
て
は
一
一
ノ
一

五 

笠
置
山
十
境
之
詩
に
記
し
た
。 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

原
文 

山
城
州
木
津
之
東
溯
渓
流
而
上
三
十
里
有 

山
名
笠
置
峰
高
谷
峻
林
樾
蒼
潤
恠
石
奇
巌 

錯
立
層
出
于
煙
雲
之
中
山
水
霊
区
最
為
勝 

絶
信
為
梵
宮
仏
宇
之
所
宣
托
也
按
旧
記
云 

人
王
第
三
十
九
代
天
智
天
皇
有
一
皇
子
性 

勇
鋭
好
畋
猟
一
日
騎
駿
馬
携
弓
矢
趂
鹿
入 

此
山
比
至
絶
巓
馬
遽
奔
馳
執
轡
拽
之
而
不 

留
驀
直
進
于
石
壁
之
上
四
蹄
相
交
直
墜
下 

十
余
丈
心
思
驚
駭
恍
如
夢
中
忽
有
神
人
扶 

掖
毫
無
損
傷
便
下
馬
憩
息
巌
畔
群
従
漸
至 

慰
労
皇
子
従
容
告
謂
我
命
幾
危
非
神
仏
加 

護
則
豈
能
得
活
乎
願
当
就
此
処
雕
刻
弥
勒 

菩
薩
尊
像
上
答
洪
恩
下
利
群
生
遂
将
所
戴 

藺
笠
置
于
石
上
以
為
標
識
既
而
率
群
従
還 

宮
闕
越
数
日
復
命
駕
到
石
壁
之
下
方
経
画 

間
倐
有
化
人
来
助
為
鐫
勒
不
日
而
厥
功
既 

畢
聖
相
円
満
皇
子
感
悦
益
深
叡
信
普
集
四 

衆
慶
讃
供
養
笠
置
本
名
鹿
鷺
自
是
更
今
名 

云
逮
天
武
帝
白
鳳
十
一
年
辛
未
朝
廷
有
旨 

剏
立
精
藍
因
山
賜
名
号
笠
置
寺
広
殿
崇
閣 
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架
巌
聳
雲
極
其
壮
麗
道
俗
拝
瞻
其
無
以
異 

登
兜
率
陀
天
欽
奉
慈
厳
親
聞
円
音
也
役
小 

角
者
神
異
不
測
之
人
也
日
域
霊
区
修
歴
殆 

遍
嘗
入
此
山
千
手
窟
内
行
秘
密
法
聖
武
皇 

帝
創
東
大
寺
採
材
於
伊
賀
山
将
流
下
于
木 

津
川
至
此
山
麓
則
巨
石
横
亘
水
勢
湍
急
舟 

筏
難
通
有
司
病
焉
漸
達
天
聴
特
召
良
弁
僧 

正
謀
之
僧
正
承
旨
即
入
千
手
窟
内
修
法
祈 

念
忽
霹
靂
轟
空
電
閃
雨
射
林
岳
為
之
揺
震 

洪
水
暴
漲
石
崩
流
平
筏
路
漸
通
良
材
輻
湊 

天
工
法
力
可
謂
両
奇
矣
実
忠
和
上
者
良
弁 

之
上
足
也
嘗
神
遊
于
兜
率
内
院
乞
聖
衆
得 

常
念
観
音
院
修
法
儀
軌
後
就
此
山
構
一
堂 

以
天
平
勝
宝
四
年
壬
辰
正
月
朔
始
修
其
法 

二
七
晝
夜
感
得
十
一
面
観
自
在
現
妙
色
身 

降
臨
壇
場
又
以
同
年
二
月
朔
於
東
大
寺
羂 

索
院
修
法
如
前
自
古
迄
今
勝
軌
永
行
矣
桓 

武
天
皇
延
暦
十
三
年
甲
戌
南
京
碩
徳
普
集 

此
山
始
開
法
華
八
講
会
傚
石
淵
勤
操
之
式 

云
嵯
峨
天
皇
弘
仁
年
間
弘
法
大
師
飛
錫
於 

此
山
於
虚
空
蔵
菩
薩
石
像
前
修
求
聞
持
法 

于
時
明
星
放
光
照
耀
像
上
光
之
所
及
石
尚 

窪
焉
金
峰
山
日
蔵
上
人
入
千
手
窟
五
七
日 

修
密
供
感
得
諸
天
散
花
後
上
人
勧
請
金
峰 

椿
本
大
明
神
永
為
此
山
鎮
守
泰
昌
年
間
醍
「
昌
泰
」
転
倒
符
で
訂
正
さ
れ
て
い
る 

醐
天
皇
幸
於
此
山
菅
丞
相
為
扈
従
丞
相
覩 

其
聖
境
発
願
吾
当
於
未
来
際
托
跡
此
所
利 

益
含
識
繇
是
里
人
立
廟
奉
之
号
栗
栖
宮
歳 

時
祭
祀
威
霊
益
彰
安
元
年
間
後
白
河
太
上 

皇
臨
幸
瞻
礼
石
像
特
詔
寺
僧
令
修
法
事
毎 

歳
春
秋
二
期
法
華
八
講
会
及
長
日
仁
王
講 

不
断
読
誦
法
華
等
皆
依
勅
旨
或
遵
御
堂
関 

白
道
長
公
鎌
倉
右
大
将
頼
朝
公
鈞
命
而
行 

之
各
賜
腴
田
永
充
香
燈
之
資
焉
沙
門
貞
慶 

者
藤
尚
書
左
丞
貞
憲
之
子
也
壮
歳
出
家
居 

興
福
寺
菩
提
院
專
学
相
宗
究
其
奥
旨
有
才 
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弁
之
誉
性
好
寂
静
不
楽
浮
競
嘗
眎
此
山
之 

幽
邃
眷
々
于
懐
竟
移
瓶
錫
戻
止
焉
巌
棲
澗 

飲
與
世
邈
如
修
習
唯
識
観
々
法
既
成
云
後 

鳥
羽
院
上
皇
欽
其
徳
望
遣
使
召
入
宮
闕
登 

座
講
説
聳
動
宸
聴
特
賜
觧
脱
上
人
之
号
自 

是
世
人
不
名
而
但
称
笠
置
上
人
耳
建
久
五 

年
甲
寅
秋
上
人
造
六
角
堂
於
山
南
般
若
台 

院
奉
安
釈
迦
文
仏
像
復
書
写
大
般
若
経
六
「
釈
迦
文
仏
」
（
殊
が
抜
け
？
） 

百
巻
置
仏
龕
内
其
経
皆
紺
紙
金
字
凾
軸
精 

緻
又
於
龕
扉
内
絵
四
聖
八
天
像
荘
厳
妙
麗 

難
以
言
諭
如
上
興
造
盖
由
勅
願
也
故
上
人 

承
旨
於
上
梁
前
躬
詣
伊
勢
神
祠
祈
請
護
法 

時
殿
扉
自
啓
神
現
其
形
上
人
感
喜
投
礼
須 

叟
而
陰
迄
回
奉
神
御
於
堂
内
云
七
年
丙
辰 

重
修
大
殿
上
人
自
製
疏
文
募
化
遐
邇
人
民 

上
皇
聞
之
不
勝
叡
感
即
賜
勢
州
蘇
原
荘
田 

若
干
畝
令
充
営
繕
之
費
遂
鳩
断
木
陶
土
之 

工
相
與
従
事
大
殿
工
竣
次
第
修
整
経
蔵
宝 

塔
門
廡
庖
湢
之
属
締
構
煥
然
視
昔
有
加
非 

上
人
福
智
兼
備
豈
能
如
是
哉
後
鳥
羽
順
徳 

二
上
皇
各
降
勅
宣
於
山
場
四
至
界
内
厳
禁 

漁
猟
殺
生
上
人
又
以
元
久
元
年
甲
子
十
一 

月
十
七
日
始
行
龍
華
大
会
意
欲
使
一
切
有 

縁
仝
結
三
会
勝
縁
也
有
自
述
願
文
辞
意
墾 

到
読
者
莫
不
興
感
矣
後
醍
醐
天
皇
元
弘
元 

年
国
運
衰
変
干
戈
騒
動
天
皇
避
難
臨
幸
此 

山
駐
蹕
月
余
東
兵
馳
聚
圍
之
然
此
山
形
勝 

之
区
四
面
険
絶
自
有
金
城
湯
池
之
固
官
軍 

恃
此
不
意
一
夕
武
卒
自
北
峯
梯
巌
而
上
竊 

入
皇
居
縦
火
焚
之
虐
燄
亘
天
宝
坊
灰
燼
化 

人
雕
刻
之
像
既
遭
燬
損
祇
樹
鬱
密
之
林
亦 

多
焦
枯
閼
伽
池
頻
戦
血
汚
流
般
若
台
畔
敗 

旗
委
地
天
皇
遷
龍
馭
於
侘
所
群
臣
盡
離
散 

於
四
方
見
者
蹙
頞
聞
者
惨
心
衆
僧
失
其
所 

居
寺
産
亦
為
豪
右
被
奪
此
山
禍
災
莫
若
斯 

時
抑
且
劫
数
之
使
然
乎
迄
乎
天
皇
重
祚
雖 
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有
再
興
之
議
而
朝
廷
多
故
未
果
厥
事
自
爾 

以
降
三
百
年
来
金
地
荒
涼
無
有
能
起
廃
者 

逮
正
保
五
年
戊
子
秋
藤
堂
大
学
頭
伊
賀
侍 

従
高
次
公
以
此
山
属
食
邑
管
内
覩
霊
場
之 

寥
落
不
勝
咨
磋
遂
就
弥
勒
前
鼎
建
一
堂
且 

歳
施
僧
糧
若
干
石
令
掌
香
火
焉
余
以
貞
享 

丁
卯
春
重
過
山
頂
礼
石
像
訖
徘
徊
于
巌
庭 

苔
礎
之
側
而
自
嘆
曰
吁
茲
山
自
開
創
已
来 

迄
今
千
有
余
載
其
間
興
廃
代
謝
不
知
其
幾 

唯
此
石
像
雖
兵
燹
燬
損
尊
容
隠
没
而
宝
石 

儼
然
法
身
常
在
歴
風
霜
而
不
泯
閲
歳
月
而 

無
渝
倘
有
解
脱
之
輩
乗
願
轂
而
再
来
化
風 

普
被
神
力
宏
施
致
使
阿
逸
多
露
久
隠
之
慈 

顔
僧
伽
藍
煥
重
新
之
華
構
晨
鐘
夕
梵
與
渓 

声
松
籟
常
転
法
輪
於
未
来
際
上
祝 

聖
躬 

下
福
黎
庶
共
享
無
為
之
化
斎
入
菩
提
之
場 

則
豈
非
大
饒
益
哉
茲
者
寺
僧
文
殊
院
卜
信 

等
以
旧
記
蠧
損
而
文
理
難
通
需
余
重
製
因 

為
緝
録
寺
像
顛
末
以
昭
来
者
云
是
為
記 

 
 
 

旹 

 

元
禄
二
年
歳
旅
己
巳
仲
冬
穀
旦 

 
 

峩
山
嗣
祖
沙
門
月
潭
道
澄
和
南
敬
撰 

 

読
み
下
し
文 

 

山
城
州
木
津
の
東
、
渓
流
を
溯
り
て
上
る
こ
と
三
十
里
、
山
有
り
。
笠
置
と
名
づ
く
。
峰
高
谷
峻
（
峰
高

く
、
谷
嶮
し
）
、
林
樾
蒼
潤
（
樹
陰
あ
お
く
う
る
お
う
）
し
、
怪
石
奇
巌
、
煙
雲
の
中
に
錯
立
層
出
（
か
さ
な
っ
て

で
る
）
す
。
山
水
の
霊
区
（
霊
地
の
こ
と
）
最
も
勝
絶
と
為
す
。
信
に
梵
宮
仏
宇
（
寺
院
）
の
宣
し
く
托
す
べ

き
所
な
り
。 

 

 

旧
記
（
笠
置
寺
縁
起
等
）
を
按
ず
る
（
調
べ
る
こ
と
）
に
云
う
。
人
王
第
三
十
九
代
天
智
天
皇
に
一
皇
子
有
り
。

性
勇
鋭
に
し
て
、
畋
猟
を
好
む
。
一
日
（
あ
る
日
）
駿
馬
に
騎
し
、
弓
矢
を
携
へ
、
鹿
を
趂 お

い
て
此
の
山
に

入
る
。
絶
巓
に
至
る
比
、
馬
遽
に
奔
馳
し
、
轡
を
執
り
之
を
拽
く
も
留
ま
ら
ず
。
驀
直
し
て
石
壁
の
上
に

進
み
、
四
蹄
（
四
本
の
足
）
を
相
い
交
う
。
直
ち
に
墜
下
す
る
こ
と
十
餘
丈
、
心
思
驚
駭
し
、
恍
（
ぼ
ん
や
り

す
る
さ
ま
）
と
し
て
夢
の
中
の
如
し
。
忽
ち
に
し
て
神
人
有
り
、
扶
掖
（
助
け
る
事
）
し
て
毫
も
損
傷
す
る
こ

と
無
し
。
便
ち
馬
を
下
り
、
巌
畔
に
憩
息
（
し
ば
ら
く
休
む
こ
と
）
す
。
群
従
漸
く
に
し
て
至
り
、
慰
労
す
。

皇
子
従
容
（
お
ち
つ
い
て
）
と
し
て
告
げ
て
謂
く
「
我
が
命
幾
ど
危
く
、
神
仏
の
加
護
あ
ら
ず
ん
ば
則
ち
豈

能
く
活
く
る
を
得
ん
や
。
願
く
は
当
に
此
の
処
に
就
い
て
弥
勒
菩
薩
の
尊
像
を
雕
刻
し
、
上
、
洪
恩
（
大
恩
）
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に
答
え
、
下
、
群
生
（
全
て
の
生
き
物
）
を
利
せ
ん
」
と
。 

 

遂
に
戴
く
所
の
藺
笠
を
将と

り
て
石
上
に
置
き
、
以
っ
て
標
識
と
為
す
。
既
に
し
て
（
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

後
）
群
従
を
率
い
宮
闕
（
皇
居
）
に
還
る
。 

 

数
日
を
越
し
、
復
び
駕
を
命
じ
石
壁
の
下
に
到
る
。
経
画
す
る
間
に
方あ

っ
て

倐
た
ち
ま
ち

に
化
人
有
り
。
来
り
て

鐫
勒
（
石
に
刻
み
記
す
こ
と
）
を
為
す
を
助
く
。
不
日
（
日
数
を
あ
ま
り
経
な
い
こ
と
）
に
し
て
厥
の
功
既
に
畢
へ
、

聖
相
円
満
た
り
。 

 

皇
子
感
恍
（
心
に
感
じ
よ
ろ
こ
ぶ
）
し
、
益
深
く
叡
信
し
て
普
く
四
衆
（
出
家
、
在
家
の
仏
教
徒
）
を
集
め
、

慶
讃
供
養
（
落
慶
供
養
）
す
。
笠
置
、
本
の
名
は
鹿
鷺
、
是
れ
よ
り
今
の
名
（
笠
置
）
に
更
む
と
云
う
。 

 

天
武
帝
白
鳳
十
一
年
辛
末
に
逮お

よ

び
、
朝
廷
、
旨
（
命
令
）
有
り
て
精
藍
（
す
ぐ
れ
た
伽
藍
）
を
剏
立
（
新
た
に

建
て
る
）
す
。
山
に
因
り
名
を
賜
り
て
笠
置
寺
と
号
す
。
広
殿
崇
閣
、
巌
に
架
か
り
雲
に
聳
へ
そ
の
壮
麗
を

極
む
。
道
俗
（
僧
侶
と
俗
人
）
拝
し
瞻
ぐ
に
、
其
れ
以
っ
て
兜
率
陀
天
（
弥
勒
の
修
行
す
る
天
）
に
登
り
、
欽

つ
つ
し

ん

で
慈
厳
に
奉
り
、
親
し
く
円
音
（
仏
の
声
）
を
聞
く
に
異
な
る
こ
と
無
き
也
。 

 

役
小
角
は
神
異
（
人
間
わ
ざ
で
な
い
こ
と
）
不
測
（
思
い
が
け
な
い
こ
と
）
の
人
な
り
。
日
域
（
日
本
）
の
霊
区

（
霊
地
）
を
修
歴
す
る
こ
と
殆
ん
ど
遍
し
。
嘗
っ
て
こ
の
山
の
千
手
窟
内
に
入
り
秘
密
の
法
を
行
う
。 

 

聖
武
皇
帝
、
東
大
寺
を
創
る
に
、
材
を
伊
賀
山
に
採
る
。
将
に
木
津
川
を
流
し
下
さ
ん
と
す
る
も
、
此

の
山
の
麓
に
至
り
、
則
ち
巨
石
横
亘
（
よ
こ
た
わ
る
）、
水
勢
湍
急
（
急
流
）
に
し
て
舟
筏
（
ふ
ね
と
い
か
だ
）
通

り
難
く
、
有
司
（
官
吏
）
病う

れ

う
。
漸
く
に
し
て
天
聴
（
天
子
の
耳
に
入
る
）
に
達
し
、
特
に
良
弁
僧
正
を
召
し

て
之
を
謀
る
。
僧
正
、
旨
（
命
令
）
を
承
わ
り
、
即
ち
千
手
窟
内
に
入
り
て
、
修
法
祈
念
す
る
に
、
忽
ち
霹

靂
（
雷
鳴
）
空
に
轟
き
、
電
閃
（
い
な
づ
ま
）
雨
を
射
る
。
林
岳
之
が
た
め
揺
震
（
ふ
る
え
う
ご
く
）
、
洪
水
暴

漲
（
俄
に
水
が
み
な
ぎ
る
こ
と
）
し
て
、
石
崩
れ
流
平
ら
と
な
る
。
筏
路
漸
く
に
し
て
通
じ
、
良
材
輻
輳
（
四

方
か
ら
集
ま
る
こ
と
）
す
。
天
の
工
、
法
の
力
、
両
つ
な
が
ら
奇
と
謂
う
可
し
。 

 

実
忠
和
上
は
良
弁
の
上
足
（
弟
子
）
な
り
。
嘗
っ
て
兜
率
の
内
院
に
神
遊
し
、
聖
衆
に
乞
い
て
常
念
観
音

院
に
て
修
法
の
儀
軌
（
儀
法
）
を
得
る
。
後
に
こ
の
山
に
就
き
一
堂
を
構
う
。
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
年
）

壬
辰
正
月
朔
を
以
て
、
始
め
て
そ
の
法
を
修
す
る
こ
と
二
七
昼
夜
、
十
一
面
観
自
在
、
妙
色
身
（
言
葉
に
表

せ
ら
れ
な
い
美
し
い
色
の
体
）
を
現
は
し
、
壇
場
に
降
臨
す
る
を
感
得
（
感
じ
る
こ
と
）
す
。
又
同
年
二
月
朔
を

以
て
東
大
寺
罥
索
院
に
於
い
て
法
を
修
す
る
こ
と
前
の
如
し
。
古
よ
り
今
迄
勝
軌
永
く
行
は
る 

 

桓
武
天
皇
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
年
）
甲
戌
、
南
京
（
奈
良
）
の
碩
徳
（
高
僧
）
、
普
く
こ
の
山
に
集
い
、
始

め
て
法
華
八
講
会
を
開
く
。
石
淵
（
寺
）
勤
操
の
式
に
傚
う
と
云
う
。 

 

嵯
峨
天
皇
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
年
）
、
弘
法
大
師
、
こ
の
山
に
飛
錫
（
僧
が
各
地
を
巡
り
歩
く
こ
と
）

し
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
石
像
前
に
於
い
て
求
聞
持
法
を
修
す
。
こ
の
時
、
明
星
光
を
放
ち
、
像
の
上
に
照
耀
（
て

り
輝
く
）
す
。
光
の
及
ぶ
所
、
石
尚
窪
ぼ
め
り
。 

 

金
峰
山
の
日
蔵
上
人
、
千
手
窟
に
入
り
て
、
五
七
（
三
十
五
）
日
、
密
供
（
祈
祷
）
を
修
し
、
諸
天
の
散
花

す
る
を
感
得
す
。
後
に
上
人
、
金
峰
の
椿
本
大
明
神
を
勧
請
（
神
仏
の
来
臨
を
乞
う
）
し
、
永
く
こ
の
山
の
鎮

守
と
為
す
。 

 

 

昌
泰
年
間
（
八
九
八
～
九
〇
一
年
）
、
醍
醐
天
皇
こ
の
山
に
幸
す
。
菅
丞
相
（
菅
原
道
真
）
扈
従
（
付
き
従
う
）
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を
為
す
。
丞
相
そ
の
聖
境
を
覩
て
発
願
す
る
に
、
吾
れ
当
に
未
来
際
（
世
の
あ
ら
ん
限
り
）
に
於
い
て
、
跡
を

こ
の
所
に
托
し
て
、
含
識
（
衆
生
）
を
利
益
す
べ
し
と
。
是
に
繇
り
て
里
人
廟
を
立
て
、
之
を
奉
じ
て
栗
栖

宮
と
号
す
。
歳
時
（
四
季
）
の
祭
祀
に
よ
り
、
威
霊
（
威
力
あ
る
神
霊
）
、
益
、
彰
か
な
り
。  

 

  

安
元
年
間
（
一
一
七
五
～
一
一
七
七
年
）
、
後
白
河
太
上
皇
臨
幸
し
石
像
を
瞻
礼
し
、
特
に
寺
僧
に
詔
し
て
法

事
を
修
せ
し
む
。
毎
歳
（
毎
年
）
春
秋
二
期
の
法
華
八
講
会
及
び
長
日
仁
王
講
不
断
の
讀
誦
法
華
等
、
皆
勅

旨
に
依
り
て
、
或
い
は
御
堂
関
白
道
長
公
、
鎌
倉
右
大
将
頼
朝
公
の
鈞
命
に
遵
い
之
を
行
う
。
各
腴
田
（
肥

沃
な
田
）
を
賜
り
、
永
く
香
燈
の
資
に
充
つ
。 

 

沙
門
貞
慶
は
藤
尚
書
左
丞
貞
憲
の
子
な
り
。
壮
歳
に
し
て
出
家
し
、
興
福
寺
菩
提
院
に
居
す
。
専
ら
相

宗
（
法
相
宗
）
を
学
び
て
其
の
奥
旨
（
奥
義
）
を
究
め
、
才
弁
（
巧
み
な
弁
舌
）
の
誉
れ
有
り
。
性
寂
静
を
好
み

て
、
浮
競
（
か
る
が
る
し
く
人
に
諂
っ
て
利
益
を
争
い
求
め
る
）
を
楽
し
ま
ず
。
嘗
っ
て
こ
の
山
の
幽
邃
な
る
を
眎み

（
視
の
古
字
）
て
、
懐
に
眷
々
（
い
つ
も
心
に
と
め
て
い
る
こ
と
）
た
り
。
竟
に
瓶
錫
を
移
し
て
戻
る
こ
と
を
止

む
。
巌
に
棲
み
、
澗
を
飲
み
、
世
と
邈
如
た
り
。
唯
識
観
を
修
習
し
、
観
法
既
に
成
れ
り
と
云
う
。 

 

後
鳥
羽
院
上
皇
、
そ
の
徳
望
を
欽
い
、
使
を
遣
し
、
召
し
て
宮
闕
に
入
れ
し
む
。
座
に
登
り
講
説
せ
し

む
る
に
、
宸
聴
を
聳
動
（
驚
か
し
、
動
か
す
こ
と
）
す
。
特
に
解
脱
上
人
の
号
を
賜
う
。
是
よ
り
世
人
名
を
よ

ば
ず
し
て
但
笠
置
上
人
と
称
す
る
の
み
。 

 

建
久
五
年
（
一
一
九
四
年
）
甲
寅
の
秋
、
上
人
六
角
堂
を
山
の
南
、
般
若
台
院
に
造
り
、
釈
迦
文
（
殊
が
脱

か
）
の
仏
像
を
奉
安
（
安
置
）
す
。
復
た
大
般
若
経
六
百
巻
を
書
写
し
、
仏
龕
内
に
置
く
。
そ
の
経
は
皆
な

紺
紙
金
字
、
函
軸
は
精
緻
、
又
龕
扉
の
内
に
於
い
て
四
聖
八
天
像
を
絵
く
。
荘
厳
に
し
て
妙
麗
、
言
を
以

て
諭
し
難
し
。
如
上
（
以
上
述
べ
た
と
う
り
に
）
に
興
造
（
お
こ
し
た
て
る
）
す
る
は
、
盖
（
蓋
の
古
字
、
け
だ
し
）
、

勅
願
に
由
り
て
な
り
。
故
に
上
人
旨
（
命
令
）
を
承
り
、
上
梁
前
に
於
い
て
躬
ら
伊
勢
神
祠
に
詣
ず
。
護
法

を
祈
請
す
る
の
時
、
殿
の
扉
自
か
ら
啓
き
、
神
そ
の
形
を
現
す
。
上
人
感
喜
し
て
投
礼
す
。
須
叟
（
し
ば
ら

く
の
間
）
に
し
て
隠
る
。
迄つ

い

に
、
神
御
を
堂
内
に
回
し
奉
つ
る
と
云
う
。 

 

七
年
丙
辰
（
一
一
九
六
年
）
、
重
ね
て
大
殿
を
修
す
。
上
人
自
ら
疏
文
を
製
し
、
遐
邇
（
遠
近
）
の
人
民
に

募
化
（
金
品
な
ど
の
寄
進
を
求
め
る
こ
と
）
す
。
上
皇
之
を
聞
き
、
叡
感
に
勝た

え
ず
。
即
ち
勢
州
蘇
原
の
荘
田
若

干
畝
を
賜
い
、
営
繕
の
費
に
充
て
し
む
。
遂
に
斲
木
陶
土
（
木
を
削
り
土
を
こ
ね
る
）
の
工
を
鳩あ

つ

め
、
相
い
與

に
事
に
従
わ
せ
、
大
殿
を
工
竣
し
、
次
第
に
経
蔵
、
宝
塔
、
門
、
廡

ひ
さ
し

、

庖
だ
い
ど
こ
ろ

、
湢

ゆ
ど
の

の
属
を
修
整
す
。
締

構
（
結
び
構
え
る
事
）
煥
然
（
光
り
輝
く
さ
ま
）
と
し
、
昔
に
視

く
ら
ぶ

る
に
加
う
も
の
あ
り
。
上
人
の
福
智
（
菩
薩
の

善
を
行
っ
て
徳
を
積
む
福
行
と
、
自
己
の
悟
り
を
完
成
す
る
た
め
の
智
行
）
兼
備
非
ざ
れ
ば
、
あ
に
能
く
是
の
如
く
な

ら
ん
哉
。 

 

後
鳥
羽
、
順
徳
二
上
皇
、
各
勅
宣
を
降
し
、
山
場
四
至
の
界
（
東
西
南
北
四
方
の
境
界
）
の
内
に
於
い
て
漁

猟
殺
生
を
厳
禁
す
。 

 

上
人
又
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
甲
子
、
十
一
月
十
七
日
を
以
て
始
め
て
龍
華
の
大
会
を
行
う
。
意
は

一
切
有
縁
を
し
て
同
じ
く
三
会
の
勝
縁
を
結
ば
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
自
ら
述
ぶ
る
願
文
有
り
。
辞

の
意
は
墾
到
（
十
分
に
行
き
届
く
こ
と
）
に
し
て
読
む
者
、
感
を
興
さ
ざ
る
こ
と
莫
し
。 
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後
醍
醐
天
皇
元
弘
元
年
、
国
運
衰
変
し
、
干
戈
（
戦
争
）
騒
動
す
。
天
皇
難
を
避
け
こ
の
山
に
臨
幸
す
。

蹕
（
天
子
の
行
幸
の
車
）
を
駐
る
こ
と
月
余
（
一
ヶ
月
余
）
、
東
兵
馳
聚
し
、
之
を
圍
む
。
然
れ
ど
も
此
の
山
、

形
勝
（
要
害
の
地
）
の
区
（
と
こ
ろ
）
に
し
て
四
面
嶮
絶
し
、
自
ら
金
城
湯
池
（
堅
固
な
城
と
堀
）
の
固
め
有
り
。

官
軍
此
に
恃
め
ど
も
、
不
意
に
一
夕
、
武
卒
北
峯
自
り
巌
に
梯
し
て
上
る
。
窃
に
皇
居
に
入
り
、
火
を
縦は

な

ち

て
之
を
焚
く
。
虐
燄
（
ひ
ど
い
炎
）
天
に
亘
り
、
宝
坊
灰
燼
し
、
化
人
彫
刻
の
像
、
既
に
燬
損
に
遭
う
。
祇

樹
（
境
内
の
樹
木
）
鬱
密
の
林
、
ま
た
多
く
焦
枯
し
、
閼
伽
池
の
頻
に
戦
血
汚
流
し
、
般
若
台
の
畔
に
敗
旗

委
地
（
地
上
に
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
）
さ
る
。
天
皇
龍
馭
（
天
子
の
車
）
を
侘
所
（
わ
び
し
い
と
こ

ろ
）
に
遷
し
、
群
臣
盡
く
四
方
に
離
散
す
。
見
る
者
蹙
頞
（
憂
え
る
さ
ま
）
し
、
聞
く
者
惨
心
（
心
を
い
た
め
る
）

す
。
衆
僧
其
の
所
居
（
す
ま
い
）
を
失
い
、
寺
産
ま
た
豪
右
（
勢
力
の
あ
る
家
柄
）
が
為
に
奪
わ
る
。
こ
の
山

の
禍
災
（
わ
ざ
わ
い
）
斯
の
時
に
し
く
は
な
し
。
そ
も
そ
も
且
つ
、
劫
数
（
劫
と
し
て
う
け
る
災
厄
）
の
し
か
ら

し
む
と
こ
ろ
か
。 

 

天
皇
重
祚
（
復
位
）
に
迄お

よ

ん
で
、
再
興
の
議
有
り
と
雖
も
、
而
る
に
朝
廷
多
故
（
難
し
い
事
件
の
多
い
こ
と
）

に
し
て
未
だ
厥そ

の
事
を
果
た
せ
ず
。
爾
よ
り
以
降
三
百
年
来
、
金
地
（
仏
寺
）
荒
涼
の
ま
ま
、
能
く
廃
る
を

起
す
者
有
る
こ
と
無
し
。 

 

正
保
五
年
（
一
六
四
八
年
）
戊
子
、
秋
に
逮
び
、
藤
堂
大
学
頭
伊
賀
侍
従
高
次
公
（
藤
堂
藩
二
代
目
藩
主
）
、

こ
の
山
、
食
邑
（
領
地
）
の
管
内
に
属
す
る
を
以
て
、
霊
場
の
寥
落
た
る
を
覩
て
、
咨
磋
（
な
げ
く
こ
と
）
に
勝た

え

ず
、
遂
に
弥
勒
の
前
に
就
き
、
鼎
に
一
堂
を
建
て
、
且
つ
歳
施
の
僧
糧
若
干
石
を
し
て
香
火
に
掌
さ
ど
ら

し
む
。 

 

余
貞
享
丁
卯
（
一
六
八
七
年
）
春
を
以
て
重
ね
て
山
頂
を
過
ぐ
。
石
像
に
礼
し
訖
り
て
、
巌
庭
苔
礎
の
側

を
徘
徊
し
自
ら
嘆
き
て
曰
く
。
吁あ

あ

、
茲
の
山
、
開
創
よ
り
已
来

こ
の
か
た

、
今
に
迄
る
千
有
余
載
、
其
の
間
の
興
廃

代
謝
、
其
の
幾
ば
く
た
る
か
を
知
ら
ず
。
唯
だ
こ
の
石
像
、
兵
燹
に
燬
損
し
、
尊
容
隠
没
す
と
雖
も
、
而

も
宝
石
（
こ
こ
で
は
弥
勒
石
）
儼
然
（
厳
か
で
気
高
い
様
）
、
法
身
（
永
遠
の
真
理
、
そ
の
も
の
と
し
て
の
仏
。
こ
こ
で

は
弥
勒
仏
）
常
在
し
、
風
霜
を
暦
る
も
泯
び
ず
、
歳
月
を
閲
え
る
も
渝
る
無
し
。
倘も

し
解
脱
の
輩
有
り
て
、

願
轂
（
願
い
の
車
）
に
乗
じ
て
再
来
せ
ば
、
化
風
普
く
神
力
の
宏
施
（
お
お
き
い
施
し
）
を
被
け
、
阿
逸
多
（
弥

勒
菩
薩
の
異
称
）
を
し
て
、
久
隠
の
慈
顔
を
露
し
め
る
に
致
り
、
僧
伽
藍
（
仏
寺
）
を
し
て
重
新
の
華
構
（
華

や
か
な
構
え
）
を
煥
（
光
り
輝
く
様
）
せ
し
む
。
晨
鐘
夕
梵
（
朝
夕
の
鐘
の
音
）
は
、
渓
声
松
籟
に
與
し
、
常
に

法
輪
（
仏
法
の
こ
と
）
を
未
来
際
（
世
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
）
に
転
じ
、
上
、
聖
躬
（
天
子
）
を
祝
し
、
下
、
黎
庶
（
多

く
の
民
）
を
福
し
、
共
に
無
為
（
さ
と
り
）
の
化
を
享
け
て
、
斎
し
く
菩
提
（
さ
と
り
）
の
場
に
入
る
。
則
ち

豈
、
大
饒
益
（
ゆ
た
か
な
こ
と
）
に
非
ず
や
。 

 

 

茲
に
、
寺
僧
文
殊
院
卜
信
等
、
旧
記
、
蠧
損
（
虫
害
に
よ
り
損
ず
る
）
し
、
文
理
通
り
難
き
を
以
っ
て
、
余

に
重
製
を
需
む
。
因
っ
て
為
に
寺
像
の
顛
末
を
緝
録
し
、
以
っ
て
来
る
者
に
云
う
を
昭
に
し
、
是
を
記
と

為
す
。 

 

旹
に 

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
年
）
歳
旅
己
巳
仲
冬
（
陰
暦
一
一
月
）
穀
旦
（
吉
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

峩
山
嗣
祖
沙
門
月
潭
道
澄
和
南
敬
撰
す 
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一
一
ノ
一
六
、
重
遊
笠
置
山
作
並
序 

 

出
典 

巌
居
稿 
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
所
蔵
の
和
本
。 

 

解
説 

月
譚
は
貞
享
丁
卯
（
一
六
八
七
年
）
春
に
二
回
目
の
笠
置
登
山
を
行
い
、
二
年
後
に
笠
置
山
記
を
完

成
さ
せ
た
。
こ
の
際
の
記
録
が
こ
の
重
遊
笠
置
山
作
並
序
で
あ
る
。
名
文
で
あ
る
。
長
い
序
文
の
後
に
漢

詩
が
あ
る
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
の
が
笠
置
山
十
題
で
あ
ろ
う
。 

 

原
文 

重
遊
二

笠
置
山
一

作
並
序 

歳
丁
卯
杪
春
庚
寅
ノ

日
、
余
践
テ

レ

約
ヲ

訪
フ

二

雲
松
律
師
ヲ

於
現
光
精
舎
ニ

一

、
翌
日
松
公
欲
ス

三

導
イ
テ

レ

余
ヲ

再
ヒ

探
ン
ト

二

笠
置
ノ

之
勝
ヲ

一

、
早
粥
罷
テ

乃
欣
然
ト
シ
テ

命
シ
テ

レ

策
ニ

偕
ナ
ヒ

行
ク

、
路
溯
ッ
テ

二

木
津
川
ニ

一

而
上
ル

、
両

崕
夾
峙
ッ
テ

、
一
水
縈
紆
タ
リ

、
如
シ

レ

経
二

歴
ス
ル
カ

于
画
図
ノ

中
ニ

一

、
既
ニ

レ

行
ク
コ
ト

十
里
余
、
矯

ア
ケ
テ

レ

首
ヲ

前
ニ

望

メ
ハ

則
有
レ

山
、
鬱
然
ト
シ
テ

抜
二

起
ス
ル

於
衆
峰
ノ

之
間
ニ

一

者
ハ

、
即
チ

笠
置
山
ナ
リ

也
、
山
ノ

之
麓
ト
ニ

有
リ

二

墟
落
一

、

居
民
鮮
少
ニ
シ
テ

而
風
俗
淳
朴
ナ
リ

、
野
花
開
ケ
テ

而
芳
馤
ア
リ

、
幽
鳥
啼
イ
テ

而
間
関
タ
リ

、
過
ル

者
恍
ト
シ
テ

入
二 

武
陵
桃
源
之
境
ニ

一

、
迤
邐
曲
折
漸
ク

登
ル

二

其
巓
ニ

一

、
首
メ
ニ

抵
シ
テ

二

南
台
ニ

一

憩
フ

二

文
殊
院
ニ

一

、
院
主
与ト

二

松

公
一

有
リ

二

旧
好
一

、
喜
ン
テ

而
接
入
ス

、
茗
譚
稍
久
シ
テ

日
将
サ
ニ

二

亭-

午
ナ
ラ
ン
ト

一

、
院
主
具
ナ
フ

二

香
飯
一

、
飯
訖

テ

出
テ

レ

院
ヲ

北
ノ
方

行
ク
コ
ト

数
百
武
而
蒼
檜
四
ニ

環
ツ
テ

極
ム

二

其
ノ

幽
閴
ヲ

一

、
有
テ

二

古
ノ

招
提
ノ

基
一

存
ス

焉
、
有
リ

二

弥
勒
石
一

、
高
サ

六
丈
許
リ

撑
ヘ
テ

レ

天
ヲ

壁
立
、
一
平
如
シ

レ

掌
大
士
ノ

聖
影
隠
隠
ト
シ
テ

不
レ

可
弁
ス

、
相
伝
方
ツ

テ
二

鼎
盛
ノ

之
時
ニ

一

穹
楼
傑
閣
蕩
二

摩
ス

雲
煙
ヲ

一

如
シ

二

率
陀
宮
ノ

従
リ

レ

空
墜
下
ス
ル
カ

一

、
逮
ン
テ

二

元
弘
ノ

国
変
ニ

一

、
後
醍
醐
天
皇
避
ケ

玉
フ

二

難
ヲ

於
此
山
ニ

一

、
一
夕
兵
燹
俄
ニ

起
ツ
テ

紺
宇
灰
燼
ス

、
因
テ

レ

之
ニ

大
士
ノ

像
モ

亦
遭

ル
ト

二

燬
損
一

云
フ

、
又
左
ニ

有
リ

二

石
壁
一

、
高
サ

減
ス

二

其
ノ

半
ニ

一

、
上
ニ

鐫
ル

二

虚
空
蔵
菩
薩
ノ

像
ヲ

一

、
鮮
明
可
レ

観
ル

、
是
レ

葢
烈
燄
ノ

所
ナ
リ

レ

不
ル

レ

及
ハ

者
ナ
リ

、
不
レ

知
ラ

、
何
レ
ノ

代
ノ

神
僧
カ

為
メ
ニ

二

諸
ノ

衆
生
ノ

一

作
ス

二

大
饒

益
ヲ

一

、
懋
イ
カ
ナ

哉
、
厥
ノ

功
永
ク

與
ト
モ
ニ

二

此
山
一

、
不
ン

レ

朽
チ

也
、
又
左
ニ

転
シ
テ

入
ル
二

一
洞
ニ

一

嵌
巌
中
坼
ケ

テ

陰
気
逼
ル

レ

人
ニ

、
既
ニ

穿
テ

レ

洞
ヲ

少
ク

進
メ
ハ

則
崖
漸
ク

峻
フ
シ
テ

路
益
険
、
恠
石

砑
ト
シ
テ

欹
チ

レ

壑
ニ

、
横
フ

レ

嶺
ニ

大
ナ
ル

者
ハ

如
ク

二

船
舫
ノ

一

、
如
ク

二

屋
宇
一

、
小
ナ
ル

者
ハ

似
二

臥
牛
ニ
一

、
似
タ
リ

二

伏
虎
ニ

一

、
其
ノ

平
ナ
ル

レ

者
ハ

、

可
レ

坐
セ
シ
ム

二

百
余
人
ヲ

一

、
天
造
地
設
、
神
奇
万
状
、
非
ン
ハ

二

羅
漢
聖
僧
游
息
之
所
ロ
ニ

一

、
則
安
ソ

有
ン
ヤ

二

如

キ
ノ

レ

是
絶
勝
一

乎
、
余
與ト

二

松
公
一

箕キ

二

跪
シ
テ

于
盤
陀
ノ

之
上
ニ

一

、
仰
イ
テ

観
二

山
色
ヲ

一

、
俯
シ
テ

瞰
二

渓
流
ヲ

一

、

上
下
相
映
シ
テ

、
一
碧
如
シ

レ

藍
、
触
レ

レ

石
ニ

衝
イ
テ

レ

岩
ニ

、
其
ノ

声
霅ソ

ウ

霅
然
タ
リ

、
余
語
ツ
テ

二

松
公
ニ

一

曰
ク

、
妙

ナ
ル
カ
ナ

哉
、
此
ノ

境
殆
ン
ト

非
ス

二

人
間
世
ニ

一

也
、
曩
シ

解
脱
上
人
、
視
テ

下

夫
ノ

贋
浮
屠
ノ

徒
ニ

競
ツ
テ

二

浮
誇
ニ

一

不

ル
ヲ

上

遵
ハ

二

戒
律
ニ

一

故
ニ

不
レ

喜
ハ

二

與ト

レ

此
輩
頡
頏

ケ
ッ
コ
ウ

ス
ル
コ
ト
ヲ

一

、
破
笠
痩
筇
自
リ

二

宮
掖
ノ

講
筵
一

、
直
ニ

遁
ル

二

此

山
ニ

一

、
夐ハ

ル

カ
ニ

絶
シ
テ

二

人
縁
ヲ

一

、
修
シ
テ

レ

道
ヲ

畢
フ

レ

世
ヲ

、
距
コ
ト
レ

今
ヲ

四
百
有
余
載
、
遺
風
凛
凛
ト
シ
テ

聞
者
、
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孰
カ

不
ン
ヤ

二

欽
慕
セ

一

乎
、
然
ラ
ハ

則
人
ハ

因
テ

レ

境
ニ

而
益
傑
ニ

境
ハ

因
テ

レ

人
ニ

而
増
霊
ト
ナ
リ

人
カ

乎
、
境
カ

乎
、
非

ス
レ

同
ニ

非
ス

レ

異
ニ

、
由
テ

レ

是
ニ

観
レ
ハ

レ

之
ヲ

、
山
光
雲
影
尽
ク

顕
ハ
シ

二

上
人
清
浄
法
身
ヲ

一

、
渓
声
松
籟
無
シ

レ

非
ト
云
コ
ト

二

上
人
ノ

広
長
舌
相
ニ

一

、
見
聞
脱
落
触
処
全
眞
擬
議
纔
ニ

生
ス
レ
ハ

遠
ク
シ
テ

之
遠
シ
ト

矣
、
松
公
唯
唯
タ
リ

、

忽
チ

見
テ

二

夕
陽
ノ

下
舂
一

急
ニ

履
ン
テ

二

巑
岏
ヲ

一

而
下
ル

、
及
ン
テ

レ

帰
ル

二

精
舎
ニ

一

、
従
者
具
ナ
ヘ
テ

二

鉛
槧
一

索
二

余

カ

紀
遊
ヲ

一

、
因
テ

賦
ス

二

一
律
ヲ

一

、 

 

危
蹊
数
里
踏
ム

二

羊
腸
ヲ

一

、 

笠
嶠
重
登
レ
ハ

興
転
タ
長
シ

、 

未
タ

レ

問
ハ

二

醍
皇
停
蹕
ノ

処
ヲ

一

、 

先
尋
ヌ

慶
老
隠
踨
ノ

場
、 

渓
山
画
キ

出
ス

真
如
ノ

境
、 

花
木
醸
モ
シ

成
ス

解
脱
ノ

香
、 

石
壁
巉
巌
奇
恠
甚
タ
シ

、 

郤
疑
フ

身
到
ル
カ
ト

二

鴈
台
ノ

陽
ニ

一 

 

読
み
下
し
文 

 

歳
、
丁
卯
（
一
六
八
七
年
）
杪
春
（
春
の
暮
れ
）
庚
寅
の
日
、
余
は
約
に

践
し
た
が
い

て
（
実
行
す
る
こ
と
）
雲
松
律
師

（
後
水
尾
天
皇
や
東
福
門
院
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
て
仏
教
教
学
全
般
に
明
る
く
、
真
言
密
教
や
戒
律
、
禅
に
も
精
通
し
て

い
た
僧
）
を
現
光
精
舎
（
雲
松
は
木
津
川
市
加
茂
町
現
光
寺
を
再
興
）
に
訪た

づ

ぬ
。
翌
日
、
松
公
、
余
を
導
い
て
再
び

笠
置
の
勝
を
探
ら
ん
と
欲
す
。
早
粥
を
罷や

め

て
乃
ち
欣
然
と
し
て
策つ

え

を
命
じ
て
偕と

も

に
行
く
。 

 

路
は
木
津
川
を
溯
り
て
上
る
。
両
崕
夾
峙

き
ょ
う
じ

（
両
側
か
ら
そ
ば
だ
つ
）
し
て
、
一
水
縈
紆

け

い

う

（
う
ね
り
ま
が
る
こ
と
）

し
た
り
。
画
図
の
中
に
経
歴
す
る
が
如
し
。
既
に
行
く
こ
と
十
里
余
、
首
を
矯あ

げ

て
前
を
望
め
ば
則
ち
山
有
り
。

鬱
然
（
こ
ん
も
り
と
茂
る
さ
ま
）
と
し
て
衆
峰
の
間
に
抜
起
す
る
は
即
ち
笠
置
山
也
。
山
の
麓
に
墟
落
（
む
ら
ざ

と
）
有
り
。
居
民
鮮
少
（
非
常
に
少
な
い
こ
と
）
に
し
て
風
俗
淳
朴
な
り
。
野
花
開
け
て
芳
馤
（
芳
し
い
香
り
）

あ
り
。
幽
鳥
（
山
の
奥
深
く
住
む
鳥
）
啼
い
て
間
関

カ
ン
カ
ン

（
鳥
の
声
を
表
わ
す
）
た
り
。
過
る
者
恍こ

う

（
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
さ
ま
）
と
し
て
、
武
陵
桃
源
（
陶
淵
明
物
語
る
と
こ
ろ
の
仙
境
。
桃
源
郷
）
の
境
に
入
る
。 

 

迤
邐
（
斜
め
に
行
く
さ
ま
）
曲
折
（
折
れ
曲
が
る
さ
ま
）
し
て
漸
く
其
の
巓
に
登
る
。
首
め
に
南
台
に
抵い

た

り
て

文
殊
院
（
笠
置
山
南
の
峰
、
稲
荷
社
の
南
側
下
に
あ
っ
た
。
今
は
畠
と
な
っ
て
い
る
）
に
憩
う
。
院
主
、
松
公
と
旧
好

有
り
、
喜
ん
で
接
入
す
。
茗
譚

み
ょ
う
た
ん

（
茶
を
飲
み
、
話
を
す
る
こ
と
）
稍
久
く
し
て
、
日
将ま

さ

に
亭
午
（
正
午
の
こ
と
）

な
ら
ん
と
す
。
院
主
香
飯
を
具

と
と
の

う
。 

飯
訖

お
わ
り

て
、
院
を
出
、
北
の
方
へ
行
く
こ
と
数
百
武
（
半
歩
の
長
さ
、
三
尺
）
に
し
て
、
蒼
檜
四
（
四
方
）
に

環
っ
て
其
の
幽
閴

ゆ
う
げ
き

（
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
こ
と
）
を
極
む
。
古
の
招
提
（
寺
院
の
こ
と
）
。
の
基
有
り
て
存
す
（
弥

勒
石
前
の
本
堂
付
近
に
礎
石
の
跡
が
残
る
）
。 
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弥
勒
石
有
り
。
高
さ
六
丈
許
り
。
天
を
撑さ

さ

え
て
壁

ひ
ょ
う

立り
つ

す
。
一
平
な
る
こ
と
掌
の
如
し
。
大
士
（
仏
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
弥
勒
仏
）
の
聖
影
隠
隠
（
薄
暗
く
も
の
さ
び
し
い
さ
ま
）
と
し
て
弁
ず
べ
か
ら
ず
（
あ
き
ら
か
で
な
い
こ
と
）
。

相
伝
（
代
々
伝
わ
る
こ
と
）
に
鼎て

い

盛せ
い

（
最
盛
期
）
の
時
に
方
っ
て
穹
楼

き
ゅ
う
ろ
う

傑
閣

け
っ
か
く

雲
煙
を
蕩と

う

摩ま

す
。
率
陀
宮

そ
つ
だ
き
ゅ
う

（
兜
率

天
。
弥
勒
菩
薩
の
い
る
天
）
の
空
従よ

り
墜
下
す
る
が
如
し
。 

元
弘
の
国
変
に
逮お

よ

ん
で
、
後
醍
醐
天
皇
難
を
此
山
に
避
け
た
ま
う
。
一
夕
兵
燹
（
兵
火
の
こ
と
）
俄
か
に

起
っ
て
紺
宇
（
仏
寺
）
灰
燼
す
。
之
に
因
っ
て
大
士
の
像
も
亦
燬
損
に
遭
う
と
云
う
。 

又
左
に
石
壁
有
り
。
高
さ
其
の
半
ば
に
減
ず
。
上
に
虚
空
蔵
菩
薩
の
像
を
鐫
る
。
鮮
明
さ
観
る
可
し
。

是
れ
葢
し
烈
燄

れ
つ
え
ん

（
激
し
い
炎
）
の
及
ば
ざ
る
者
な
り
。
知
ら
ず
、
何
れ
の
代
の
神
僧
が
諸
の
衆
生
の
為
め
に

大
饒
益
（
大
き
な
利
益
を
与
え
る
こ
と
）
を
作
す
か
を
。

懋
う
る
わ
し

い
哉
、
厥そ

の
功
、
永
く
此
山
と
與
に
朽
ち
ざ
ら

ん
也
。 

 

又
左
に
転
じ
て
一
洞
に
入
る
。
嵌か

ん

巌が
ん

（
岩
に
で
き
た
洞
窟
）
の
中
、
坼さ

け
て
陰
気
人
に
逼
る
。
既
に
洞
を
穿

ち
て
少
し
進
め
ば
、
則
ち
崖
漸
く
峻
う
し
て
路
は
益
険
し
く
、
恠
石

砑
と
し
て
壑た

に

に
欹

そ
ば
だ

ち
、
嶺
に
横
た

う
。
大
な
る
者
は
船
舫
（
ふ
ね
）
の
如
く
、
屋
宇
（
家
）
の
如
く
、
小
な
る
は
臥
牛
に
似
、
伏
虎
に
似
た
り
。

其
の
平
な
る
者
は
（
平
等
石
を
指
す
か
）
百
余
人
を
坐
せ
し
む
可
し
。
天
造
地
設
、
神
奇
万
状
は
羅
漢
聖
僧
游

息
（
く
つ
ろ
ぎ
、
憩
う
）
の
所
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち

安
い
ず
く
ん

ぞ
是
の
如
き
の
絶
勝
（
景
色
の
優
れ
た
と
こ
ろ
）
有
ら

ん
や
。
余
、
松
公
と
盤
陀
（
石
が
わ
だ
か
ま
っ
て
平
ら
か
で
な
い
さ
ま
）
の
上
に
箕
跪
（
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
）
し
て
、

仰
い
で
山
色
を
観
、
俯
し
て
渓
流
を
瞰
（
見
下
ろ
す
こ
と
）
、
上
下
相
映
じ
て
、
一
碧
の
藍
の
如
し
。
石
に
触

れ
、
岩
に
衝
い
て
、
其
の
声
霅
霅

と
う
と
う

然
（
と
ど
ろ
き
、
ひ
ら
め
く
さ
ま
）
た
り
。
余
、
松
公
に
語
っ
て
曰
く
、
妙

な
る
哉
、
此
境
殆
ん
ど
人
間
世
に
非
ず
也
と
。 

 

曩
（
以
前
）
に
、
解
脱
上
人
、
夫
の
贋
浮
屠
（
に
せ
僧
）
の

徒
い
た
ず
ら

ら
に
、
浮
誇
（
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
と
）
を

競
っ
て
戒
律
に
遵
わ
ざ
る
を
視
て
、
故
に
、
此
輩
と
頡
頏

け
っ
こ
う

（
張
り
合
う
こ
と
）
す
る
を
喜
ば
ず
。
破
笠
、
痩
筇

に
て
、
宮
掖
（
宮
中
）
の
講
筵
（
講
義
す
る
席
）
自
り
、
直
に
此
山
に
遁
る
。
夐

は
る
か

に
人
縁
を
絶
し
て
道
を
修
し
、

世
を
畢
る
。
今
を
距
る
こ
と
四
百
有
余
載
、
遺
風
凛
凛
（
畏
敬
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
さ
ま
）
と
し
て
、
聞
く
者

孰
れ
か
欽
慕
（
う
や
ま
い
、
し
た
う
こ
と
）
せ
ん
乎
、
然
ら
ば
則
ち
人
は
境
に
因
っ
て

益
ま
す
ま
す

傑
（
す
ぐ
れ
る
こ
と
）

に
、
境
は
人
に
因
っ
て

増
ま
す
ま
す

霊
と
な
る
。
人
か
、
境
か
。
同
じ
に
非
ず
、
異
る
に
非
ず
。
是
に
由
っ
て
之
を

観
れ
ば
、
山
光
雲
影
、
尽
く
上
人
の
清
浄
法
身
を
顕
わ
し
、
渓
声
松
籟
、
上
人
の
広
長
舌
（
仏
の
三
十
二
相
の

一
つ
。
転
じ
て
雄
弁
）
に
非
ら
ず
と
云
う
こ
と
無
し
。 

 

相
い
見
、
聞
き
て
脱
落
、
触
処
（
い
た
る
と
こ
ろ
）
全
っ
た
く
の
眞
に
し
て
、
擬
議
た
め
ら
う
と
こ
ろ
）

纔
に
生
ず
れ
ば
、
之
を
遠
く
し
て
遠
し
と
す
る
や
。
松
公
唯
唯
（
承
諾
の
言
葉
。
ハ
イ
ハ
イ
）
た
り
。
忽
ち
夕

陽
の
下
舂
（
日
の
暮
れ
か
か
る
頃
）
な
る
を
見
て
、
急
に
巑
岏
（
山
々
）
を
履
ん
で
下
る
。
精
舎
（
加
茂
現
光
寺
）

に
帰
る
に
及
ん
で
、
従
者
鉛
槧

え
ん
さ
ん

（
筆
と
紙
）
を
具
な
え
て
余
が
紀
遊
を
索も

と

む
。
因
っ
て
一
律
を
賦
す
。 

  

危
蹊
数
里
踏
羊
腸 

危
蹊
数
里
、
羊
腸
を
踏
む 
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笠
嶠
重
登
興
転
長 

笠
嶠
（
笠
置
の
山
道
）
重
ね
て
登
れ
ば
興
に
転

う
た
た

（
い
よ
い
よ
の
意
）
長
し 

未
問
醍
皇
停
蹕
処 

未
だ
問
わ
ず
醍
皇
（
後
醍
醐
天
皇
）
停
蹕
（
行
幸
）
の
処 

先
尋
慶
老
隠
踨
場 

先
に
尋
ぬ
慶
老
（
解
脱
上
人
貞
慶
）
隠
踨
の
場 

渓
山
画
出
真
如
境 
渓
山
画
き
出
す
は
真
如
の
境 

花
木
醸
成
解
脱
香 

花
木
醸
し
成
す
は
解
脱
の
香 

石
壁
巉
巌
奇
恠
甚 

石
壁
巉
巌
（
岩
山
が
険
し
く
高
い
さ
ま
）
奇
恠
甚
だ
し 

郤
疑
身
到
鴈
台
陽 

郤
あ
お
む

き
て
疑
う
、
身
は
鴈
台
（
鴈
山
、
中
国
山
西
省
に
あ
り
、
険
し
い
山
容
で
知
ら
れ
る
） 

に
到
る
か
と 

  


